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◇「一月は行く，二月は逃げる，三月は去る」と韻を踏んだ慣
用句がありますが，皆さまの三月はいかがでしょうか．忙し
い反面，心に残る出来事が懐かしく思い出される瞬間がある
ので，どこか切なさを感じる「去る」という動詞が当てられ
ているのも大いに頷けます．奇しくも，今号は人とのつなが
りやご縁に焦点を当てた記事が散見されます．
◇「とびら」では，日本分析化学会関東支部長の安田純子先生
が『学会の活用方法』と題し，分析技術を学ぶ場として，学
会員同士の交流を呼びかけられています．筆者も数年前まで
学会は単なる発表の場という認識でした．しかし，編集委員
として大勢の先生とやり取りする機会をいただいて以来，学
会の恩恵をより多く享受している実感があります．
◇「リレーエッセイ」では，愛媛大学の座古保先生が『せっか
くの出会い』と題し，先生の研究キャリアに影響を与えた印
象深いエピソードを取り上げられています．「せっかくこん
な素晴らしい環境にいるのだから」という前向きなメッセー
ジに心が揺さぶられたのは，きっと筆者だけではないと思い
ます．
◇ご卒業・ご退官の季節を迎え，「ぶんせき」をお読みになる
のは今号が最後，という方もいらっしゃるかもしれません．
編集後記に目を通していただいたのも一期一会のご縁かと存
じます．新生活での皆さまのご活躍を心より祈念しておりま
す． 〔K. T.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　　　

　『All in all it was all just bricks in the wall』   山本 雅博

〈入門講座〉　データ解析：定量・定性からビッグデータの解析まで

　機械学習入門

　  松本 博士

〈ミニファイル〉　非破壊・固体分析

　走査電子誘電率顕微鏡   熊谷 和博

〈話　　題〉　　　　

　鉛同位体比を用いた大気エアロゾルの発生源解析

　  山本 祐平
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